
 

問 い 合 わ せ 先 

慢性痛に対するフェンタニル１日用経皮吸収型製剤の効果の検討に関する研究

のお知らせ 

研究に関するお知らせ 

帝京大学医学部附属病院では以下の研究を行います。 

本研究は、倫理委員会の審査を受け承認された後に、関連の研究倫理指針に従って実施されるものです。 

研究期間：平成 30 年 8 月 9 日 ～ 平成 30 年 11 月 30 日 

 

〔研究課題〕  

慢性痛に対するフェンタニル１日用経皮吸収型製剤の効果の検討 

〔研究目的〕  

慢性に続く痛みに対するフェンタニル１日用経皮吸収型製剤の効果を検討します。治療に関して広く共有する

ために学会に報告いたします。 

〔研究意義〕  

慢性に続く痛みへのフェンタニル１日用経皮吸収型製剤の処方が2014年 6月より可能となり、慢性に続く痛み

に対する新たな治療薬として用いられ始めておりますが、日本では学会報告がまだ少ないのが現状であり、当

科から治療効果を広く共有することが今回の目的です。 

〔対象・研究方法〕  

帝京大学医学部附属病院 ペインクリニック科外来に 2014 年 7 月から 2018 年 3 月までに受診され、フェンタ

ニル１日用経皮吸収型製剤の処方をされた方が対象です。その方たちの痛みの強度をご本人が数値化した

NRS（Numerical Rating Scale）を用いて痛みの変遷を分析して、その変遷により治療効果を検討いたします 

〔研究機関名〕  

帝京大学医学部附属病院 ペインクリニック科 

〔個人情報の取り扱い〕 

匿名にいたします。 

対象となる患者様で、ご自身の検査結果などの研究への使用をご承諾いただけない場合や、研究についてよ

り詳しい内容をお知りになりたい場合は、下記の問い合わせ先までご連絡下さい。 

ご協力よろしくお願い申し上げます。 
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